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支援機器 NMES(neuromuscular electrical stimulation) 
分類(ISO9999) 4 
試験相 4 
研究仮説（目的） 
の概要 

目的：ＳＣＩによる軽症テクニーへのＮＭＥＳトレーニングによる対組成と痙性の変化を調査す
ること 下肢の除脂肪体重を増加させ痙縮の減少をもたらす 

研究デザイン コホート研究 
障害・疾患 脊損 
対象者・数 障害者１４人 
主要アウトカム 体組成（ＤＸＡ） ＶＡＳ（痙縮） クローヌス 
副次アウトカム 1 下肢の除脂肪体主 
副次アウトカム 2 総質量 
副次アウトカム 3 総体脂肪 
副次アウトカム 4 局所体脂肪 
副次アウトカム 5 体格拍数 
統計学的検定 有 
結果の概要 除脂肪体主が大幅に増加し痙縮の有意な減少をもたらした 自覚的に一時的に痙縮の減少を認

めた 
 

論文整理番号 204 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
 

「支援機器の臨床評価および利用効果データベース」 
支援機器イノベーション創出のための情報基盤構築に関する研究  
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